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１ は じ め に 

 イネ WCS の肉用牛への給与時のメリットとし

て、イネ WCS に多く含まれるトコフェロールによ

る肉の酸化抑制効果がクローズアップされている 1, 

9)。一方、飼料イネの利用方法として、従来のイネ

WCS に加えて飼料米としての利用が急速に増加し

ており、今後イナワラの排出量の増加が予想される。

イナワラの飼料として利用方法として、乾燥させて

貯蔵し給与する方法以外に、サイレージ化して利用

する方法が以前より試みられている 4, 8)。粗飼料の

サイレージ調製方法としてロールベールサイレージ

が普及した現在、この方法を用いたイナワラサイレ

ージの調製法も開発されている 7)。しかし、イナワ

ラサイレージ中のトコフェロール含量に関する報告

は少ない 2)。本研究はトコフェロール供給の観点か

ら飼料イネを利用する場合にイネ WCS とイナワラ

サイレージのどちらに優位性があるかを明らかにす

る事を目的として行った。 

 

２ 試 験 方 法 

東北農業研究センター内の圃場（岩手県盛岡市下

厨川）で飼料稲専用品種の『べこごのみ』を栽培し、

イネ WCS は乳熟期に予乾体系で収穫・調製し、イ

ナワラサイレージは、完熟後に汎用コンバインを用

いて通常のバラワラの状態で排出した後に梱包・ラ

ップした（表１）。2 種類のサイレージは２ヶ月間、

貯蔵した後に開封・採材し、HPLC 法によりトコフ

ェロール含量を測定した。また、イネ WCS は籾と

茎葉画分に分離して籾重量割合を算出し、さらに籾

と茎葉画分それぞれのトコフェロール含量を測定し

た。 

 

３ 試験結果および考察 

調製２ヶ月後の予乾イネ WCS（水分 62.6±1.4）中

の総トコフェロール含量は 46.3±7.2 mg/ DM kg で

あった。また、予乾イネ WCS の籾重量割合は 40.3±

10.6 %であり、さらに、籾および茎葉中のトコフェ

ロール含量はそれぞれ 12.2±1.9 mg/ DM kg および 

69.6±15.5 mg/ DM kg であった（図 1、図 2）。飼料

イネのトコフェロール含量は葉の含量が最も高く、

籾の含量は低い事が報告されており 6)、本実験にお

いても籾のトコフェロール含量は茎葉部の含量は２

割程度であった。イナワラ収穫時（出穂 68 日後）の

材料の総トコフェロール含量（水分 71.2±0.6%）は

197.1±71.5 mg/ DM k であり、調製２ヶ月後に開封

したイナワラサイレージ（水分 72.8±0.4）中の総

トコフェロール含量は 89.3±26.5 mg/ DM kg であっ

た（図 2）。飼料イネ中のトコフェロール含量は品種

および熟期によって異なり、また、収穫時の予乾処

理により含量が減少することが報告されている 2, 3, 

5)。本実験ではイネ WCS 調製時のトコフェロール含

量は測定していないが、１日の予乾処理により減少

した事が推察される。イネ WCS のトコフェロール含

量は 1 か月貯蔵で約半分に減少することが報告され

ている 3）。本実験においてはイナワラサイレージ中

のトコフェロール含量は２ヶ月間の貯蔵中で約半分

の減少がみられ、イネ WCS と同様に貯蔵中に減少す

ることが示唆された。金谷ら 3)は黄熟期の飼料イネ

から予乾の後、収穫・調製したイネ WCS の α-トコ

フェロール含量は稲わらよりも高いと報告している。

本実験でダイレクトカットのイネ WCS 中のトコフェ

ロール含量との比較は行っていない。しかし、茎葉

部分のトコフェロール含量は籾のそれよりも高いた

め、茎葉部分のみが材料となるイナワラサイレージ

の方がトコフェロール含量は高くなると推定される。

今後、イナワラサイレージの嗜好性と粗飼料価の測

定などが必要であるが、トコフェロールの供給源と

して TMR 材料への使用などを想定した場合、イナワ

ラサイレージは予乾したイネ WCS よりも優れる可能

性が示唆された。 

 

４ ま と め 

トコフェロール供給の観点から飼料イネを利用す

る場合にイネ WCS とイナワラサイレージのどちら

に優位性があるかを明らかにするために、同一圃場

で『べこごのみ』を栽培し、予乾イネＷＣＳ或いは

イナワラサイレージに調製し、貯蔵 2 ヶ月後の総ト

コフェロール含量を比較した。その結果、イナワラ



サイレージ中の総トコフェロール含量は予乾ＷＣＳ

の約２倍であり、トコフェロールの供給の観点から

はイナワラサイレージが優れる事が示唆された。 
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表 1 予乾イネＷＣＳとイナワラサイレージ収穫・調製方法 

品種 べこごのみ 

播種 機械条播 （5 月 14 日） 

出穂時期 8 月 16 日 

種類 予乾イネ WCS イナワラサイレージ 

収穫・調製方法 9 月 16 日：刈り倒し 1)予乾 

9 月 17 日：梱包 2) 

10 月 22 日籾収穫時にバラワラとして排

出３)、した後に梱包 2) 

1)  こぎ胴のフィードチェーンに刈り倒し用部品を装着した 4 条自脱コンバイン：クボタ AR43 

2) 牽引式ベーラ：STAR 2210W、ラッパーTakakita, WM1550R 

3) 試作ウィンドローワ装着汎用コンバインクボタ ARH900 
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図 1 予乾イネ WCS の部位別トコフェロール含量 図 2 貯蔵 2 ヶ月後のトコフェロール含量 


